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2018-2019 年度 RI 会長 バリー・ラシン

インスピレーションになろう
“BE THE INSPIRATION”

2018-2019 年度 第 2770 地区ガバナー 中川高志 

すべてはクラブ活性化のために
－実り豊かな奉仕を目指して－

 明日を語ろう
Talk About the Future

Theme of  2018-2019

〈例会日〉毎週水曜日12：30～13：30〈会場〉パレスホテル大宮

今年度のクラブテーマ

　今日は。徳山です。本日は埼玉新聞
社長 小川秀樹様をお迎えいたしまし
て卓話をいただくことになりました。
　ホームページを探っていると、小川
社長の人となりがうまく表現されてい
る記事に出会いましたのでご紹介いた
します。
　『埼玉新聞の現在の社長小川秀樹
さんは実は鴻巣市川里生まれ。現在も
川里にお住まいの生粋の鴻巣「ひと」
です。川里の共和小学校・川里中学校
の出身。小学生のころの思い出とし
て、共和小にアメリカから教育視察団
が来たことがとても印象に残っている
とのこと。「共和小はアメリカから視察
に来るほど、進んでいるのだ」と感動し
たそうですが、実は「へき地教育」の
視察だったそうです。今でこそ新しい
住宅も建ちつつある共和地区ですが、
当時はもっとのどかな田園の学校だっ
たのでしょう。
　川里中学校時代はサッカー部で生
徒会長。一生付き合っていけるような
友達に出会ったといいます。その後上
尾高校を卒業し、大学は立教大学の
文学部教育学科に入学しました。学生
時代はマスコミに就職しようとは思っ
ておらず、教育学、特に経済格差と教
育格差の関係性について研究したい

と思っていました。ちなみに当時、鴻巣
駅から立教大学のある池袋駅までは
高崎線から赤羽線に乗り換えての通
学。鴻巣から都心に通うのは大変。東
京に就職したいという想いはありませ
んでした。
　大学卒業後は立教大学の大学院に
進学。その一方で夜間の正社員として
アルバイト感覚でたまたま社員募集の
あった埼玉新聞社に入社しました。昼
間は大学院に通い、夜は埼玉新聞で
生活費を稼ぐ。そんなイメージを持っ
ていたそうですが、埼玉新聞に入って
みたら話が違っていて、勤務は昼間。
埼玉県庁の記者クラブに配属されま
した。しかし働いているうちに新聞の
仕事にのめりこむようになります。
　編集部政経部、政経部デスクを経
て、事業開発局長（WEB事業等、新
規の事業開拓）に就任。様々な事業に
取り組みました。埼玉新聞主催で川越
でサーカスの興行を行ったことも。ま
た、市民ホールの運営事業にも進出。
坂戸市文化会館は、現在でも市から
指定管理を受けて運営しています。
　そして2010年、49歳の若さで埼玉
新聞社第8代社長に就任。若い経営陣
で激変する新聞業界に対応すべく、前
社長から経営のバトンを託されました。

　埼玉新聞の使命は「ふるさと作り」
であると小川社長は語ります。埼玉県
民は他県と異なり、「埼玉」という地名
にアイデンティティをあまりもたないよ
うです。しかし「鴻巣」「北本」「熊谷」
など、自分の住んでいる街にアイデン
ティティを持ち、ふるさとへの熱い想い
を持つ方が多くいます。埼玉県の人た
ちが自分の住んでいる街を「ふるさと」
として想いを持つ、そのための情報発
信が埼玉新聞の役割だと。また一方
で、自分の住む地域だけにとらわれ
ず、地域外にも飛び出していってほし
いという想いもあります。確かに自分
の住んでいる地域だけで生活している
と視野が狭くなりがち。ちょっと外の世
界に足を運び、いいものを見て、それ
を自分たちの地域に取り込み、還元し
ていく。それが自分の住んでいる地域
の活性化につながりますし、地域外と
の連携が埼玉全体を盛り上がることに
結びつくかもしれません。
　川里に住み、フラワーバスと高崎線
で通勤しながら、鴻巣・埼玉・日本・世
界そして新聞メディアの将来に想いを
馳せる。鴻巣は人材が豊富だと感じら
れた瞬間でした。』

（文・写真：斎藤徹）文章の一部を省略。
　本日もよろしくお願いします。

会 長 挨 拶 2 0 1 8 . 1 0 . 3 1  W E D

「埼玉の地域社会と経済」
  ～内側から変化する大県～

徳山 義行

2018-2019年度
大宮ロータリークラブ会長

　小川様より、埼玉の地域社会と経済というテーマで、埼玉県の現状と
将来像についてお話しいただきました。時折ユーモアを交えながらのお話
は、大変為になる内容でした。

埼玉新聞社 代表取締役社長
小川 秀樹 様
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浦和ロータリークラブの服部
です。よろしくお願いします。
〈服部一人様〉

埼玉新聞社社長 小川秀樹様、
本日は卓話ありがとうござい
ます。
〈徳山義行・小川和信・永嶋良一・岩井良
彦・大瀧榮壽・田村　眞・飯野耕司・櫻
井義久・山本和保・清水啓生・森　正志・
竹内裕司・矢崎直良・諏訪慶三〉

お客様ようこそいらっしゃいま
した。小川さま卓話ありがと
うございます。
〈浅野　仁〉

小川社長ようこそ。卓話を楽
しみにしております。
〈岩﨑　彰〉

小川社長、いつもお世話になっ
ております。今日はありがとう
ございます。
〈平田　繁〉

小川社長！本日はありがとう
ございます。“ 希望の翼 ” の
活動も広まりますように。
〈兼杉文子〉

田中宏実様、服部一人様、よ
うこそおいでくださいました。
〈永嶋良一・飯野耕司・関口　茂・岩瀬雄
一・遠藤省吾・小林義久・鈴木俊一・齋
藤守毅・福島謙二〉

青野さん司会ありがとうござ
います。
〈徳山義行・岩田尚明・栗岡宏治・内藤考
三・北村匡央・足立空也〉

青野さん MC お疲れ様でし
た！
〈三浦　守・鈴木基由〉

青野さん司会ご苦労様です。
〈本間　玲〉

11 月 7 日のクラブ公式訪問、
皆なで盛り上げましょう。
〈徳山義行〉

11 月 3 日（土）、11 名にて石
巻へ行って参ります。
〈橋本和久〉

石巻スポーツ少年団交流大
会、橋本委員長よろしくお願
いいたします。
〈善行地潔〉

クリスマスパートナー同伴例
会、皆様のご参加よろしくお
願いいたします。
〈小坂良二〉

パレス東京でクリスマスパー
ティーの出来るキセキ。ワガ
ママを皆さんかみしめて楽し
みましょう。
〈平田　繁〉

米山財団寄付にご協力頂きま
してありがとうございます。
〈大竹　敦〉

清水啓生様、在会５年おめ出
とう御座居ます。
〈飯野耕司〉

近場の山々では紅葉が楽しめ
るようになりました。桧原村
都民の森、良かった。
〈渋木理俊〉

アルディージャ崖っぷち、残り
３試合全勝祈願！！
〈岸　　聡〉

本日は早退させていただきま
す。申し訳ありません。
〈星野晃一郎・小川武士〉

ニコニコボックスのご報告

次回例会案内

地区大会
2018 年 11 月 10 日（土）～11 日（日）／大宮ソニックシティホール

10月 31日 第 3109 例会 80 名（76 名） 49 名（64.47%）

10月10日 第 3107 例会 14 名（61名） 82.43%

ご協力ありがとうございました。

10月31日の合計金額 48,000円
（ 10月31日までの累計金額794,000円 ）

浦和ロータリークラブ　服部一人 様

幹事報告［三浦幹事］ 委員会報告［岩田会員］ 出席率の報告［北村会員］ ニコニコボックスの報告［善行地会員］

地区大会に向けて
第３グループ地区幹事　飯野耕司 様

浦和北東ロータリークラブ
クラブ運営管理委員
田中宏実 様点鐘

在会記念祝［清水会員］

お客様のご紹介［浅野副会長］

米山功労者
感謝状の贈呈［櫻井会員］

委員会報告［小坂会員］

司会［青野会員］


